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支配側に立つ.土着民族の，その後住少数民族とじての 

華僑に対す今支配J (332*333頁）という関係の中で経 

济学的に実らせるべきであった（本源的菩掼という_ に 

.ごだわった著者t i体の最終的発想法は* さにそれであろうが) 

というのは読者の性急な理解であろうか。華僑が所詮 

は，外来民族として同化以外に当該居留国の資本主義 

の担い手たりえないといえば，華僑問題は昇華しでし 

まうのであ,るから，ここに著者の「華僑経済め研究」 

としての位置づけをネガティブに強調されたので'ある. 

か .も、しれないが。.，

後進地域の経済学的分析の困難性釦ごえて，華僑企 

業，華僑の社会経済組織，華僑社会の階級構成，対華 

橋経済政策の意味までふ.くみ， 「華橋経済の研究丄と 

してまとだ)られたことは本© をアジア経済,社会の分 

析にのみならず，現代中国経済自体の研究にとっセも 

不可欠の労作としている。

(アジア経済研究所• A 5 * 401頁 • 1200円)/

平 野 '.掏 ：予

淹 好 英 著  ■

『日 本 の 経 済 指 数 』

—— 理論と夾際 —— .

正統な指数理論の講座が大学の力リキa•ラムから消 

' えてしまってから久しい。経済理論にとっても,その 

炎証と応用にとっても，指数理論は決定的に童要で、あ 

る。正しく宠義された指数を正確に測定して用いると 

とは，経済分析の大前提である。

およそ，経済学では,具体的な正体が何であるかを 

はっきりさせないで，なん与なくわか^ているような 

つもりになって変数概念を川いてU まう場面が多い。

. 疋確な指数あるいは変数の概念とは, IEしく定義され 

た措数をできるだけ矩義に忠突に，精度の高いデ一タ 

一を用いて測ったもののことである• 近頃では,

の経済学渚でも，実質生處額を導:出するのに，生産物 

価指数の代りに消赀物価招数を用いて.デフレー丨、をす 

るといったたぐいのすり替えを，夾に軽々:しくやづて 

のける嵐潮がある，ベ:の稿は書評として軎いでいるの 

でこれ以土立ち入った解説は控えなければならないが, 

たとえば消費物価指数ひとつをとっても，それを用

いる理論モデルと，そのモデルが想定しているデ一ダ 

—に対応した固有の消费物価指数が存在する。この，

経済理論のイロハが忘れられていることは実に逋だし 

いといわざるを得ない。

実際, 純粋迪論の側では，指数理論がおろそかにさ 

れているどころ。d t なく，指数理論の背景となってい 

.る「集計理論」 (aggregation theory)は..近年大き.な 前 進 . 

を遂げていて，指数統計作成の実钕の上にそろそろそ 

の成果を反映させて行くべき時期に入っている_。この 

ような時期に,.夫学の講座の中で指数論め影が薄くな 

り，学界，言界，業界を通じて，指数作成の実務に上 

記のような問題が出てきているめが現状セあるン 

経済指数を突際に作成したり，あるいは既成の指数 

の性質や長所‘短所を充分わきまえた上で利用して行 

: < ための適切な指導® となると，今は殆んど無V、とい 

づてよV、。 (物価指数につI 、ての入門得として，森山優三編， 

r物価j 春秋社刊などがあるが，学生のテキスト• ブックと 

してぼ，4 う少し詳しい指淖勤が欲しい。）その点，森 喃  

苎教授が昭和1 0 年に刊行された^物価指数の理論と 

実際』（東洋好:済出版社刊) は，. 今でもこQ 種め指導書の 

王座を他にゆずっていない。今 Q これを利用するもの 

杧とって必要な補捉は, この名著が刊行されセ以来35 

年の間に統計作成の乎続きと指数理論の.上に起った， 

大きな変化と進歩について別途に学ぶことであるM, 

それでもなお，この書は蕺本的な指導齊としズ参照を 

要するだけの高い価似i を失っていない？

前置きが長くなったが，森丨H葰三教授の不朽の名著 

に匹敵する指数现論の指f 書を，今さがし出すことは 

大 変 難 か 、。とりわけ，経済指数の作成技術の問題 

にまで立ち入るとなると，ここに紹介する, 滝好英著，

ず日本の経済指数- —理論^:莢際』に較べられるもの 

は他には見当らない。この書物が刊行されて既に一年 

が経過して，こと改めて書評や紹介の記事を書くこと 

に多少時期遅れの抵抗感を感じないでもないが，上 に , 

述べたような理由から，指数现論と癌済指数作成の格 

好のテキスト• ブックとして紹介したい。

. 2 . '

この軎物は，三つのH的のために書かれている。、第 

一に，経済指数を, . 多くの解説書のよう物価指黎だ f 

けに限るめでな.く，伽格指数と数量指数の両奢を対芯 

させながら体系的に解説することである。第二に'は， 

既に作られている多数の経济指数を体系的に整理して 

網羅的に解説することである/普通の分析目的に使わ
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. . . . . 書

れるたぐいの指敫系列なら殆んどここに網羅されてい 

ると-云ってよい。第三の目的は，これまであまり論じ 

られたととめない，绾 3 次産業活動指数の理論を展開 

することである。

第 1章の序論から第2章の算定方式論に:かけては， 

指数の概念と指数算•宛のために一般に用いられている 

方式を講じている。ここの記述は，おなじみのラスC  

イレス式，パーシエ式，：エツ.ジウオース式からフイツ

シャr 式に至る形式的な算式の理論から，経济理論_  

式の中に物価指数論を位® づけた，いわゆる「関数論 

的指数論ンまでをカバーしている。この部分は，指数 

算式の慣行となっているものを解説している部分が多 

いから, とりたてて評を加先るべきことはない.。ただ， 

私はことで，以下の点につV、て恭干の注怠を喚起して 

おきたい。

わが国で，「関数論的指数論」あ る い は 「物価指数 

0 経済埋論J の名を冠して讅論されて来たところめも 

のは, . たとえば，森田優三著 •■統計概論」， 鈴木諒ー 

著 「物価と生產J，山田觅著「許量経済学のs 本問題J 

等の, 今では古典とも呼ぶべき著作におv 、て戚關さb  
て来た。今日，指数に関する経济迹論の分野で，効用 

函数の特定イ匕淀式化〉に対応十る消費物価指数め算 

式を宠詨する問題や，生産函数の形に対応する生産物 

価格指数の箅式を宠義する問題として扱っている問 

題が,,.わが国でもこれらの先駆者によって研究されて 

いたということである。これは, 生產物にせよ消费M  

にせよ，その価格指数の,算式は，背後に， どめような 

生處者均衡理論を仮宛するか，どめような消費奢均衡 

理論を仮婼するかに— 義的に対応して価格搐数と数贵 

指数が定義されるという 経済分析め前提を述べてい 

るにずぎないのだが, こ.れほ'.ど大切な事柄がわが国の 

指数理論で殆んど顧みられないのはそれだけこP 問題 

の認識が遅れていることを示してし、るt 云わなければ 

ならない。この書物でも，この学界の一般的風潮を反 

映して，今では世典として极われるべき関数論的指数 

論の解説で止っているが，読者は，上記の点を汗•意し 

て, 自ら，最近の指数迎論のブロンテイアに目を向け 

るべきであろう。

3 ‘

第 3 i f iの価値丰聊1丨淀論，第 4 章の粜質水準測萣論 

がこの银物の离面丨-1である。绐 3 窣では日本銀行卸売 

物妯指数，輪出入物価指数, 大蔵猶齊总価格埤数,総理 

府統f l •局の小売物価指数，サービス料金揩数，消費考

評 .

物価指敎，農村物価指数，農業パリティ一抬数，株脑 

指数，賃金指数，国民所得デブレーター, . 国富統言丨物 

価倍傘等め価格指数と，物価指数の現行系列に七ぃて， 

その沿革から作成方法の現状までを詳しく解説してい 

る* また，.第4韋は，生産指数一般，鉱エ業生産指数,. 

農業生産指数，労働生産性指数，各種在事揞敎，貿易- 

骛量指数，消費指数につぃて同様の解説をしてぃる。

そこでは， I 、わゆる官庁推訐系列や日銀推計系列がら 

学者，墀門寥による著名な推針，さ ら に 民 間 推 針  

まで含$ て総括的なサーベイがしてある。これらの推 

計系列が， #  くの場合赀後にどのような理論モデルを 

仮定してい名のかはっきりしないという点は，上にく 

り返し述ぺた通りで，この点こそ，当而の日本の指数 

問題の堪門家に課せられた課題なのだが，今それはさ 

ておくとして，著恶の統計行政官としての該博な知識： 

に塞くこの部分の記述は，統計を利用する者が一度は 

参照すべきものである。

. 指数統計などというものは简坩に作れると思いこん. 

だり，「少なぐとも理論的には简単に作れる答だ。j な 

どと考えるのは大金な_ 遠ぃである。一つの統計が出. 

来上るまで啐は，ありとあらゆる •■データーの藪j を 

くぐりぬけなければならない。たとえばマク只の洎赀 

数量搶数ひとつ作るに■も1 生產量，輸出入数置，パ在跟 

増減9 他に肥飼料用中_ 投入，種子用中間投入，エ篥 

用中_ 投入，p 価償却を見積る必迆があるし，その上 

これらの中間投入め歩留率を見積る必要があ名。この 

例ひどつをとらても,こうした部分品のひとつひとつ 

を疋確に推計するのは容易なことではない。また，さ 

らに, データ- 作成の現場作燊に近いところになると， 

牛乳生產量データ一はk g  (キログラム）坪.位で収集し 

てい条の枳，，酒, 紙 し ょ う 汕 ，汕のたぐぃはZ: (U  

ッ，トル）の単位でデーター収集されているので， 場合 

によっては比逭を掛けて単位の統一をはかる必迆が生 

じたりする。こうした換算，調 #，見樹り推計が正し 

く積みm ねられて，一般の人ルが利用する統計が出来 

上るのだということを，;b かりやすく教えるには，こ 

の書物は非常によぐできている。この猶の細かい作業 

プロセスを知らずに,官庁統計批判をすることは無意 

味であることを, 評者も訴えたぃと思う。

最後に，第 5帘で笫3次座業活動指数論が展開され 

ている• 改めていうまでもなぐ経済発展の過程では , 

第 3次産業のゥュイトゆ高まるのが普遍的な傾向であ 

る。わが闺では国斑純生库に占める第3次産業の比道 

はすでに60パ—セント前後に達している*第3次產
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#の坐産活動水準とその仙i格;を把握しなv、で:現実の経 

;済を論じ♦ ことは，もはや，不可能で:ある。それにも 

拘らず，経济理論も措数理論も，笫 3次産業部門の研 

，.究において著しV、立ち遅れをみせているのが現状であ 

•る* この書物でゆ，逝輸業，倉庳業，通信業，公益事 

m mm,取俗営業，娯楽興業，酿 業 ，放送成告業,

サービス業等について，第 3次産業活動指数の算式と 

試算を提示LてV、る。.C. p 先駆的な作業に続V、て,第 

3次席:業活動指数の研弈が盛んになって行くことを著

(H本評論社•1969年3月刊• A  5 • 31須 *，1500P])

鳥 居 ' 泰 彦
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C o m m o d ity  T h e o r y  in  t h e ; G fu n d f is s e  d e t ! 

K H t i k  d e r  p o lit is c h e n  O k o n o m ie

by Kyuzo Asobe

■Lhis. essay is a continuation of my work “The Formation of Commodity Th.edry” published 

in No. 9, VoL 60, Mita Gakkai Zasshi, September 1967 That article discussed the motivation 
which led Marx to formalize his commodity- theory, especially as seen in the Grundrim der 
KriHk der Volitischen Okonomie, and also it indicated the position1 which the cominodity theory 
took in the ^Planned System of the Critique of Political Economy.” ，

This article looks into the point how far the. various phases of the value theory, which is a 

part of the commodity theory, were matured as observed through the Grundrisse.
First, it is important to clarify the theoretical aspect of the commodity, one of the primary 

subjects discussed in the “System of the Critique of Political Economy.” The primary subjects 

that are treated there are the relations of production in the commodity production or the com- 
modity economy including commodity circulation. -

These relations are studied of necessity by the commodity analysis. The commodities 

represented there are the ideological abstractions, that is, the elementary forms of wealth in 

capitalistic society, but they are at the same time relevant to the simple commodities which 

existed , as historical realities. To take, therefore, those commodities merely as the logical 

fabrications is too biased an attitude of approach. While studying the Marx，s commodity 

theory，we come across the examples that are the unified outcomes of the logical and the 

positive or historical research, although it is not easy to trace the way how this unification 
has been accomplished,

The value theory developed at the beginning of Das Kapitd is composed of the theories:(1) 

the substance of value, (2) the magnitude of value, (3) the fQi*m of value, ⑷ tho nature of 

value. This composition of the various aspects of value, however, is merely an expediency for. 

•description. Marx himself, however, seems to have studied them as appeared in the Gfundrisse 
according to the following o rd e r : (1 ) the nature of value, ⑵  the form of value, ⑶  tho sub- 

stance of value, ⑷ the magnitude of value. So, it is according to this order that the degrees 

of maturity of the value theory with reference ix> its various phases are considered here.

Marx elucidates the characteristics of the commodity production as a system by a historical 

method, and has succeeded in clarifying the nature and the form of value peculiar to comm6d- 

外y production. Instead, however, of trying* to explain the transition from the simplest form

I
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